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面麻酔効果があるとされる．本症例で

も立効散により服用した直後から疼痛

の改善が認められ，効果持続時間は比

較的短いものの，粘膜炎における食事

時間中の疼痛改善に極めて有用であ

った．

処置および経過：口蓋部のヘルペス

性口内炎と診断し，抗ウイルス剤の投

与，および粘膜からの二次感染の可能

性もあり抗生剤の経静脈的投与を行っ

た．発熱は改善に向うも患部は疼痛が

強く，摂食困難のため，疼痛の緩和に

立効散の使用を試みた．

投与方法：立効散（TJ-110）7.5g/日

分3，食直前に服用させた．内服前の

Wong-Bakerの疼痛スコアは3であった

が，内服直後のWong-Bakerスコアは1

に改善した．しかし食間のスコアは2～

4であった．

考　察：今回用いた立効散には甘

草，升麻，竜胆，細辛，防風が含まれて

おり，中でも細辛には鎮痛，局所の表
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は歯痛，抜歯後の疼痛の緩和

に効果があるとされる．今回われわれ

は，ヘルペス性口内炎の摂食時疼痛改

善に有用であった1例を経験したので

その概要を報告する．

症　例：29歳，女性．

既往歴・家族歴：特記事項なし．

主　訴：舌の疼痛．

現病歴：2日前，舌の違和感に気づく

も放置．しかし疼痛，39℃の発熱が生

じ某内科受診．経口薬の抗生剤処方

されるも悪化し，点滴を施行されたが

さらに悪化したため当科受診される．

現　症：舌背に白色の昜剥離性の白

板を認め，軟口蓋に数個のアフタ性潰

瘍を認めた．

初は半信半疑であったが，4月中旬よ

り7.5g/日分3で処方を開始した．

経　過：2週間後の再診時にはすで

に胸部症状はほぼ消失していた．本人

に内服量の減量を提案するも，本人の

強い希望で7.5g/日のまま経過観察して

いた．4週間後も安定しており徐々に減

量を行った．初回内服から4ヵ月目以

降はお守り代わりの頓用内服にて良好

な経過をたどり，仕事にも復帰されて

いる．

考　察：加味逍遙散は虚実中間証

から虚証のもので，神経症状を呈する

場合に効果があるとされている．今回

のケースのように，種々の事情で精神

安定剤などの服用に拒否反応を示す

場合も多数あり，本処方などは非常に

効果的な選択肢となりうると考えられ

た．

なった．仕事を休むと休息が取れたた

めか，倦怠～不眠は徐 に々改善傾向に

あった．新学期からの完全復帰を目指

していたところ，3月下旬ごろから一日

の時間を問わず，労作～安静を問わ

ず，動悸，胸部圧迫感を自覚するように

なった．精査目的で4月初旬に当科受

診した．

所　見：患者は小柄で痩せ型であ

るが，生来健康で特に大きな病気の経

験はなかった．当科での心臓精査に

て有意所見は確認できなかった．心臓

神経症を強く疑い加療開始となった．

治　療：仕事に対しては非常に真面

目で睡眠剤～精神安定剤の服用は仕

事への影響を危惧して希望されなか

った．漢方薬の選択肢を示した上で加

味逍遙散（TJ-24）の内服を勧めた．最

一般的に心臓神経症とは動悸，息切

れ，めまい，胸部不快など心臓疾患の

際に自覚する症状を示しているにもか

かわらず，心臓精密検査では有意な異

常が確認できないものを指す．その原

因としてストレス，不眠，過労，心臓疾

患に対する過敏反応等が考えられる．

これらの要因は交感神経刺激を介し

て心負荷を増大させ，種々の症状が出

現する．このような状況において加味
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を投与して著効した例を経験

したので報告する．

症　例：32歳，女性，高校教師．

現病歴：平成19年初めより過労，不

眠を自覚するようになった．当初は無

理をして仕事を継続していたが，全身

倦怠が強くなり学校が春休みの事もあ

り，同年3月初旬から仕事を休むように

立効散の使用が摂食時の疼痛緩和に
有効であったヘルペス性口内炎の1例
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